　小西さん結婚報道を読み解く
                                                    高野　獨源
　
　これは、去る二〇一〇年十一月三日、東京タワー・クリスマス・イルミネーション点灯式で行われた映画『行きずりの街』インタビューを筆者が勝手に分析したものである。主演の仲村トオルさんと小西真奈美さんに質問が浴びせられた。この日既に翌日発売の『女性セブン』で、小西真奈美さんと福山雅治さんの結婚報道があることが本人及び所属事務所には分かっていた。そして、この日は小西さんによる、「否定」が行われたということになる。

　実は何を隠そう、この時筆者は現場におり、インタビュー現場から五メートル位しか離れていなかった。しかし会話の内容は余り聞こえず、後でニュースで如実に知る事となる。　　
　
ファンとして、小西さんの幸せを願うならば、結婚しようがしなかろうが、どんな形でもご本人が幸せになるのならばそれで良いのは確かにそうである。しかも、相手が大スターであるならば、それはそれですごい事ではないか。大物同士の結婚と言うことになる。しかし、小西さんの側に立てば立つほど、ますます自分の事のように気になるのも事実である。そこで、私なりの心理学に基づいた推理をここで行い、ひとつの支柱としたい。ここに記した仮説が誤りであっても構わない。いや、何か善い方向へ誤っていてくれればそれに越した事はない。
　三日の記者会見の分析をしてみよう。小西さんに集中的に質問が浴びせられたのは丁度一分間である。その後、仲村さんへの質問を挟んで、「ずっと思い続けている人はいませんか？」という質問が最後にあった。
最初の一分間にまず焦点を当ててみる。
記者「独身最後のクリスマスになるんじゃないですか？」

小西（以下敬称略）「いやあ、そんな事はないと思いますけど、ねえ」（思いますけど、と、ねえ、にあいまいさが残る。）

記者「明日発売の雑誌で結婚なんて話が……」

小西「いやいやとんでもないです。そんなおめでたいことがあったらいいんですけどね」

記者「具体的にお相手の名前も福山さんて出てきてます……」

小西「いや何だかご迷惑をおかけして申し訳ないくらいに、ご期待に沿えなくてすいません」（ここで、おじぎをしていらっしゃる。）

記者「あれは違うんですか」

小西「はい。本当に」（この辺は、記者の質問を煩わしく思う気持ちが感じられる。厄介な質問と感じられたのかも知れない。）

記者「何か招待状までご用意して発送したって」

小西「あ、いえ、本当にスタッフの皆さんにお誕生日会をして頂いたので、お言葉に甘えて、あの、お誕生会を本当に楽しくさせて頂いただけなので、多分その招待状だと思います。あの、スタッフの皆さんだけに配ってあるので、はい」

記者「で、そちらは結婚の報告って言うのは無かったんですか？」

小西「いや、とんでもない。とんでもないです。はい」（笑いを交えて答えていらっしゃる）

記者「福山さんとはどういうご関係なんですか」

小西（真面目に）「えっと、一度ラジオ……一度二度くらいラジオの番組に呼んで頂いたことはありますけど」

記者「それだけですか」

小西「そうですそうです。はい」

記者「え、じゃずっと噂になってる交際っていうのは……」

小西「（笑いながら、そして真にもどって）いや、何だか、否定するのも申し訳ないですけど、いやなんか、ほんとに、すいません、ご期待に沿えない感じで……」

記者「じゃあ交際も無いって事ですか」

小西「はーい。（ちょっと伸ばして）申し訳な……」
　ここまでが最初の一分間だ。以下、私の仮説。

基本的に、結婚説はこの場では否定する必要があったと考える。それは、少なくとも現場が映画のイベントの場であるという事、つまり大きな発表をするべきところではないということを考えていらっしゃったと思う。また、認めた場合の衝撃の大きさと福山サイドへの影響を考えると、否定する事は元々打ち合わせが済んでいたと考えられる。この場では小西さんは否定する事になっておりそれを実行しているのだ。「結婚」に関しては、全て完全否定している。「そんなおめでたいことがあったらいいんですけどね」は、予め用意していたセリフだと私は考えている。次に福山さんの名前が出た時、「ご期待に添えなくて」というかわし方をしているが、これが否定の形になっていないことに注目している。記者に「違うんですか」と念を押されて、「本当に」の時に、ちょっとした緊張を感じたのだが、それは、「福山さん」を否定することに抵抗を感じたのではないかとも思える。招待状に関する答えは断定的だった。予め用意していた答えか、実際、二十六日のお誕生会の招待状は存在していたので、嘘にはならないからではないだろうか。誕生会での結婚の報告は、実際無かったと思うのは、笑いを交えて「とんでもない」と答えていらっしゃったからだ。誕生会は、あくまで誕生会として行われたものであろう。少なくとも表向きは。

福山さんとの関係を短刀直入に尋ねられて、真面目な面持ちで答えたが、これは、あくまで仕事上での関係に限っての事としては嘘ではない。事実であり、不明瞭な点は無い。そして、交際について尋ねられた時、再び否定形でない形で、「いや、何だか、否定するのも申し訳ないですけど、いやなんか、ほんとに、すいません、ご期待に添えない感じで……」とおっしゃっている。もし、事実でなければ、「交際はありません」といった否定文が使われるところ、それが避けられている点に着目している。

また、「福山」をキーワードとする会話での小西さんの表情には、ちょっとした精神的な葛藤が現われていると見る。少し上を見てちょっと淋しげな表情に見える。やはり、言いたい事の言えない悲しさと言うのがあるのじゃないだろうか。

以上から私なりの結論を以下のように導き出す。「福山さん」、「交際」という単語に対する否定文が存在しなかった事により、福山さんとの交際は、ある。そして、その交際は当然結婚が視野に入っていると考えられる。盛大な誕生会は、独身として最後と言う意味づけも有り得る。「結婚」に対する否定は、「今すぐの」という修飾詞をつけて考えれば、将来の結婚については否定していない事になる。従って、これも有り得る。問題はその時期だ。

もし、今回マスコミにばれなかったら、十二月中旬の挙式はあったと思う。今回ばれた事により、ほとぼりを冷まし、いい形での発表へと持って行くために、延期をする可能性も考えられる。その場合は、小西さんの来年公開予定の主演映画『トマトのしずく』の関係や福山さんのツアーの終了後となり、半年から一年は遅くなるのではないだろうか。小西さんは、前にインタビューで、三十台までに結婚したいと話されていたので、恐らく、焦ったりはしていない。

ただ、どこまで延期をする必要があるかと考えると、余り無い気もする。自発的に発表する形が取れれば、予定通り、十二月に挙式がありうると考える。

最後の会話を振り返ってみる。
仲村さん「僕は、小西さんが結婚したらちょっと傷つきましたけど、きっと。でも大丈夫みたいなんで、ええ、良かったです」

小西さん、笑い。「大丈夫です、大丈夫です」（仲村さんのユーモアでなごむ。この「大丈夫です」というところを笑いながらおっしゃっていたので、結婚の時期はすぐではないという分析もあるかも知れない。しかし、私の分析では、この時点では、すでに（近未来の）結婚を否定し終わっているため、その流れをなぞるだけであり、心理的抵抗感無く発言できたのではないかと考える。また、「大丈夫」ということばはポジティブであり、言い易い上に、小西さんにとって、「大丈夫」という言葉は、たまたま、ＤＴＩの日めくりムービー『今日の大丈夫』で何度もおっしゃった、縁のある言葉であった。）

記者「小西さん自身は数年前からずっと変わらぬ思いっていうのはありませんか」

小西「いやあ、なんか十五年っていう話を伺って、映画よりも更に長い時間なので、素敵だなっと。私もそういう、出会いがあったらいいなと、今思ってます（笑顔）」（これも否定形は使わず、希望の話へとうまく変換されている。）

記者「じゃ今思い続けている方っていうのは」

小西「いや、無いですね、はーい。十五年想えるように頑張ります」（「居ない」ではない「無い」という表現で、やはり直接的な否定を避けた。）

　ニュースでは完全否定などと言われてもいるが、私にはとても完全な否定には見えなかった。
　二〇〇六年、二〇〇八年、そして、今年の五月にも二人の交際や結婚報道が流れた。ファンの中には、いつかは、と覚悟を決めつつ、固唾を呑んで注目している人も多いことだろう。私のように……。
　　
【終わり】
（執筆自二〇一〇年十一月八日　至十一月九日）
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